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The problem regarding sensory-motor
function in totaldevelopment has come

to occupy an important position
in
child development, especially

in special education.

In order to assess sensory-motor function and movement skills of elemen也ry

school or developmental retarded children, I and my
fellow

workers
have been

studying for丘ve years.

The Kobayashi-Frostig Movement Skills Test Battery which we standardized

with
862 normal children in 1985-1987, can analyze sensory･motor ftlnCtion and

movement s女illsto its motoric factor.

And then, this test battery can indicate scienti丘c training method for designed

on purpose for underachievers, for example Move-Glow･Learn program (Frostig,M.

1969).

As for details of results, I would like to discussed the second report.

1.テストバ･t/テリー開発のねらい

障害を持つ子どもたちは,.その経とんどが(1)感覚･運動, (2)言語, (3ほ口覚,(4)高次認知

過程, (5)社会適応, (6)情緒の発達の6つの心理機能の領域で1つあるいはそれ以上の発達

的遅れを示している｡なかでも感覚･運動椀能ほ,子どもの知能と知覚の発達の基礎と

してWerner (1957)とPiaget (1966)はその重要性を強調しており,また神経学者の

Ajtユriaguerra(Roberts. 1966)は言語過程にこの感覚･運動機能の重要性を強調している｡

近年,子どもの全面発達にとって,この感覚･運動横能の重要性は広く認められているが,

一方でこの感覚･運動を評価する手続きに,満足できるものほ従来みられなかった.その

ようななかで,米国Frostig Center of Educational Therapyにおいて年齢-尺度化され
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た｢Movement Skills Test Battery+が開発され,ムーブメントスキルの不足を示す子ど

もたち紅対してその治療のためのアセスメントとして利用されはじめたo

我々は障害児紅対してムーブメソト教育を実践してきており,そのためのアセスメソト

として,発達年齢0カ月から72カ月の子どもを対象に, Movement Education Program

Assessment (MEPA)を開発し,活用してきたo しかrLながら,それ以上の発達年齢紅あ

る子どもにムーブメント教育を進めるには新たなアセスメントが是非とも必要である.そ

こで我々は｢Movement s女ills Test Battery+標準化と,わが国の実状に即したTest

Batteryへの応用,開発に取り組んできており,その概要について報告したい｡

2.テストパ･ソテリーの構成

この感覚･運動テストバッテリーは,小学校年齢(5歳7カ月から12歳6カ月)の子供

を対象に, A塑が4, B塑が8の計12の下位テストから成っている｡各下位テストの項目

と,手続き,及びその評価のねらいは次に示した｡

テスト A-1. ビーズの糸通し

目 的;ビーズの糸通しによる両側性の日一手の協応と器用さを含む課題

用 具;1/2インチの四方の同じ色の木製ビーズ18個, 18インチのプラスチックの先端

がついているもの｡ストップウオッチ

手続き;ビーズと紐を被験老のまえにおく. 3つのビーズをひもに通してやってみせる.

｢私が何をするか見てごらん｡+その後ビーズをはずして被験暑が容易に手の届

く所に集める｡ ｢今度はあなたがやってみましょう｡私が『始め』と言ったら,

できるだけ速くやってご覧なさい｡あなたがいくつできるか見せてください｡+

制限時間; 30秒

得 点;30秒でいくつビーズを通せたかを数える｡

Table 1.

A玉豊

氏名

Pro1事Je of Ablljties

)Jヽ挿-フロステ.Iサグ
M S T B (MoyeAent Ski‖s Test Battery)

得点生理責

性別:累･女 学校名 学年

検査年月日(

生年月日 く
年 給 (

下位検査ムーアメン柑性
手と良の協応 枝先によってj#かれる

ムー7'メント
備考

A･lビーズの糸通し

A･2振りこぶL'/へり/平手

A･3抜未うつし

A･4お手玉投げ

扱点 SS 捉点 SS

亭と日の溢応 残党によって専かれる

年 月 日)
年 月 日生)
丑 月)

榛東曹

※ SS各点評価基準

SS笹点 評伝

lー 6 芳
7-13 菅
14-1B 隻

A聖 平均 SS各点

ロ ム己‥ ÷ミロ
a.平埼 SS b.平均 SS

･X･/J､鞍点以下四捨五入
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テスト A-2.握りこぶし/へり/平手

目 的;連続した動きを伴った片側の協応に関する課題

用 具;椅子とテーブル,ストップウオッチ｡

手続き;被験者は椅子に座り,好きな手を,使ってテーブルの上で3つの異なるポジシ

ョソを連続して行う｡
①振りこぶし

②手の平の端をテーブルにつけ,指を伸ばす.

③テーブルの上に手の平をのせる.

検査者は,やってみせ,また被験者が確実に会得するように一度やらせてもよ

い｡必要があれば直してやってもよいが｢撞りこぶし+, ｢手の-り+,あるい

は｢手の平+と言った言葉での指示をしてほいけない｡被験者は好きな方の手

を使ってできるだけ速く繰り返すようにいわれる.どちらの手を使ったか記録

される｡逝の手も行う｡

闇限時間･,片手につき2O秒

得 点;それぞれの手の正しいサイクルの合計

テスト A-3.積木移し

目 的;正中線交叉を必要とする目と手の微細協応テスト

用 具; 1インチの木袈横木18個(同一色), ll/16インチの大きさの四角い穴が18個あ

る扱,ストップウオッチ

手続き;子供の左前に掛こ3列の穴のある板が机上におかれている.そして板の右端か

ら約30インチ右に離れたところに18個の横木が置かれている｡

板は滑らないものの上に置くo 自分の好きな手を使って｢はじめ+

で,積木を一つづつ取って,左側の穴にいれるように求められる｡

限時間以内に移された積木の数と使った数を記録する｡

という合図

検査者は制

潮限時間; SO紗

得 点;移した横木の数

テスト A-4.ピーンバックの的あて

目 的;ねらうことと正確さを必要とする日と運動｡

用 具;ビーンバッグ15個,紙でできた的o

手続き;被験者には的から10フィート離れた線の後ろに立ち,上手投げで的の真ん中の

四角をねらいに投げさせる.

得 点;的の当る場所により得点する.

テスト B-1.座位/前屈/リーチ

目 的;座った状態で,どれだけ脊柱,背骨, -ムスト1)ソグ靭帯が前に曲がるかを測

定する｡

用 具;最低1メ-いレの物差し

手続き;両足のかかとを約6インチ離して長座する｡膝を真直に保ち,両足の間の出来

るだけ遠くの床に指先きが届くように1)-チする.
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得 点;指先きのついた位置により換算表にて得点する｡

テスト B-2.立ち幅とび

目 的;立位姿勢から水平方向に跳ぶ能力｡

用 具;跳び出す場所を示す印,目盛りのついた線

手続き;スタートラインから着地したかかとの接地部分までを跳んだ距離として測定す

る｡ ｢あなたがどこまで遠く跳べるか見せて下さい+といって検査者は示範し

てみせる｡

得 点;スタートラインから一番近いかかとまでの距離を得点とする.

テスト B-3.往復尭

目 的;与えられた2つの印の間を速く走り,素早く止まり,方向を変えるといった連

続した体の動きを行う能力を測定する｡

用 具;3つのピーンバック｡20フィート離しておかれた2つの直径1フィートの円｡

ストップウオッチ｡

手続き;一方の円の上にビーンバッグ3つを置いてお(｡被験著は後向きの状態で,何

も乗っていない円の後ろに立つ｡スタートの合図で,その回りを一回りしても

う一つの円の所へ走り,ビーンバッグを一つ拾い上げてできるだけ速くもとの

円に戻り,その上にビーンバッグを投げたり,落としたりせずに置く｡できる

だけ速く3つのビーンバッグを,円の上に持ってくる.

得 点;課題遂行に要した時間を測定する｡

Z3 盟

Table 2

Profi[e of Abi[itfes
小林-フロスティツケ

M S T B (Movement Sk=s Test Battery)
得点生理義一

氏名 性別:弟･女 革校名

検査年月日(
生年月8 く
年 脆 (

学年 年

年 月 EZ)
年 月 8生)
硬 月)

検査者

ムー7メント属性
下位検査

柔軟性 話力･敏捷性 平衡性･ 備考

B･1虚位/応屈/リーチ

8･2立ち幅跳び

B･3在任走

8･4佑の位定変換

B･5起き上がり

B･6歩行坂

B･7片足J(ランスa開眼

b開眼

8･宕椅子での院立て伏せ

粗点 SS 払点 SS 租点 SS

柔軟性 茄力.敏捷性 平衡性

･XI SS得点評価基拳

SS得点 評価

l- 6 告
丁-13 晋

14-19 壌

･X小数点以下四捨五人

a ＋ b ＋ c

⊂コ ⊂コ [コ■
a.平句 SS b.平均SS c.平均SS

トータル SS等点 =

3

A型平均SS

⊂コ

B聖平均SS得点

- ⊂コ
8聖平均SS

I [ニコ

-⊂コ
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B-4.体の位置変換

的;立った姿勢から腹這い,腹這いから立つという体の位置変換の中で,スピード

と敏捷性を評価する｡

具;マットあるいほカーペットの敷かれた床,ストップウオッチ｡

手続き;被験老は立ってスタートの合図を待つ｡スタートの合図で子供はうつ伏せで横

になり,顔をカーペットにつける｡そうしたらすぐに立位姿勢に戻る(膝は実

直にする)｡立つから寝る,寝るから立つという順番で20秒間に出来るだけ多

く行なう｡必要であれば示範を行なう｡もし子供が正しい寝方や立ち方でなけ

れば指示を繰り返し,やり直す｡

得 点;体の位置を変換した回数を数える｡完全な-慣であれば2点が与えられる｡

すなわち立つから寝るまでが1点,寝るから立つまでが1点である｡

テスト B-5.起き上がり(Sit･Ups)

目 的;腹筋力を測定するo

用 具;ストップウオッチ

手続き;被験老は頭の後ろで指を組み.膝を90oに曲げてあおむ桝こ横になる｡検査者あ

るいほ学生の助手ほ被扱者の足を床に押さえつけておく｡被験老ほ起き上がり,

両肘を膝につ仇 また肩を床につけて始めの位置に房るように言われる｡ SO紗

間に出来るだけ多く起き上がりを行なう｡もし必要なら途中で休んでもよい｡

制限時間; SO紗

得 点;時間内で完全に起き上がった(肘を膝につけた時に数える)数をとる｡

テスト B-6.歩行板

目 的;かかかととつま先をつけ(継ぎ足)一本のレールを歩く時の動的バランスを保

持する能力を評価する｡

用 具;歩行板ほ3つの腕木でしっかり支えられた長さ12フィートの2×4角材である.

課題Aでは幅の広い方を歩行面,課題Bでは狭い方を歩行面に使用する.両方

とも歩行面ほ,床から4インチ以上, 5インチ以下でなければならない｡

手続き;歩行板は,被験者が壁や何か物に辛が届かないような所に設置する｡

課題A; (幅の広い面)検査者は手を膜に当て,かかととつま先をつける形でボードを

渡ってみせ,同じ様にするように被験老に指示する. ｢かかと一つま党(継ぎ

足)+で歩くことや,手を厳にあてる事を2回練習させて,確実に出来るよう

にさせる｡被扱者の歩数をかぞえる｡各試行は12歩からなり,また途中でバラ

ンスを崩したり,厳から手を離したらそれまでの歩数をとる｡

課題 B;

得 点;

(幅の狭い面)狭い方の面というほかは上記に同じ.

各課題の得点は,いずれも被験者がかかと一つま先歩きで濃から手を離さず,

バランスを保持できたときの歩数である｡総合得点は2つの課題の得点の和で

ある｡被験者が腰から手を離したり,バランスを崩した時には,課題ほそこで

中止となる｡

最高得点 A-24点(-試行につき12点)
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B-24点(-試行につき12点)

B-7.片足バランス

的･,静的バランス能力を沸定する.

具;ストップウォッチ.

手続き;検査者は手を腰に当て片足で立ってその膝の裏側に反対側の足先をつけバラン

スをとってみせる｡

①7a 開限の状態での片足バランス｡もし30砂立たないうちに失敗したら2

度目をやらせてもよい. 7b 開眼の状態での片足′ミランス,もし20秒たたな

いうちに失敗したら, 2度目をやらせてもよい｡

②7b 開眼の状態での片足バランス｡もし20秒立たないうちに失敗したら2

度目をやらせてもよい｡

得 点;各試行で制限時間まで被検暑がバランスを保持した合計秒数が得点となる｡最

高得点ほ, 7aが30点, 7bが20点である｡
テスト B-8.椅子での腕立て伏せ

目 的;,腕と肩の帯筋のカを測定する.

用 具;床から座部までが約16インチの椅子

手続き;始めの姿勢として,被故老は椅子の手前のかどに手を起き,手を伸ばして前債

の菜な姿勢をとる.このとき体はまっすく叩こし,脚を揃え,足はカーペットか,

他の滑らない床の上におく｡被験者は体を沈め,胸が椅子の手前の-りにつく

まで肘を曲げる.そして腕を伸ばし最初の姿勢に戻る｡

制限時間; 20砂

得 点;20秒間に行なった回数｡

これら各下位テストのねらいからも明らかなように,このテストバッテリーでほ5つの

因子が評価される｡すなわち, ｢手と目の協応+, ｢平衡性(静的,動的)+, ｢筋力+, ｢柔軟
性+, ｢視覚によって導かれるムーブメソりの5つの因子である.なお,日本版作成にあ

たっては･これらの因子をA型--･微細(操作性)運動スキル(Fine Motor Skill)によ

つて導かれるもの B型･･-･粗大運動スキル(Gross Motor Skill)によって導かれるもの

の2つに分けたoすなわち,微細(操作性)運動スキルとしての田子ほ｢手と日の協応+

と｢視覚によって導かれるムーブメソりであり,粗大運動スキルは｢平衡性+｢筋力+,及

び｢桑軟性+であるoこのように･ 5つの因子を倣細運動スキルを必要とするものと粗大

運動スキルを必要とするものに分けることによって,従来下位テストすべてをクリアーし

ないと得点化できなかった点を改善した｡このことは,障害の重い子どもについては粗大

運動スキルを必要とする下位テストだけ実施することによって,その子どもの感覚運動横

能が診断･評価できるという利点を持ち,様々な発達段階にある障害児の能力を,その段

階に応じて適切に診断･評価できるという長所を持っている.

3.処理及び得点

検査によって得られた粗点ほ･各下位検査ごとに,被験者の年齢,性別にあわせて標準
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化された得点(SS)に換算される｡そしてこの標準得点ほ,得点整理表(Pro丘1e Abilities;

Taもle 1.2)に記入される｡この得点整理表は,一貫して特定の因子に比較的高い負荷を持

つように下位テストがグループ分けされており,例えば,下位テスト1, 2, 3に含まれ

る国子は, ｢手と日の協応+といったように解釈される｡

各因子の説明は,以下の通りである｡

｢手と目の協応+

この因子ほ一貫して,テストA-1, A-2, A-3に含まれており, "手と目の協応''

あるいほ``正確な器用さ''として解釈される｡この因子ほ,全身的(動作)にほ含まれて

いないが,全身的動作と同時にピーンバックを拾ったり置いたりといった,ある種の手と

日の協応を必要とするテストB-3には含まれる｡

｢平衡性+

この田子ほ, balanceまたほequilibriumと解釈されるo テストB-6とテストB-7

a, B-7 bに含まれ,これにほ静的,動的平衡性の両方が含まれている｡

｢筋力+

この因子は,テストB-2, B-3, B14, B-5,そしてB-8に含まれており,

``爆発的な筋力,あるいほ瞬発力''として考える｡また``敏捷性”についてほ含んで評価

される｡

｢柔軟性+

すべての年齢において,単一でテストB-1のみ含まれる因子で,テストB-1では,

曲げることと伸ばすことのみ要求される｡

｢視覚によって導かれる運動+

この田子は,田子｢柔軟性+と同様に単一のものであり,どの年齢群もテストA-4に

のみ評価される.テストほ10フィート(約3メートル)離れた的に当たったときのみ得点

される｡このような正確さのスキルほ,ねらい(aiming)と呼ばれる動的な正確さの因子

でもって負荷されるo この田子は,はかのどの因子紅も増して,負荷されており,おそら

く aimingほ他のテストにおいても,その事素となっていると思われるが,これについて

の解釈ほまだ仮説的なものである｡

各因子に対するMeanSS (scaled scores)を求めるには,平均値を求めるように,そ

の能力の標準得点を足し,その因子を含む下位検査の数で割ればよい｡同様にして, A型

Mean SS, B塾 Mean SS, TOTAL Mean SSを求めることができる｡ TOTAL Mean

SSだけでなく, A型(微細運動スキル), B型(粗大運動スキル) Mean SS,さらに各

因子のMean SSを用いることにより,個人内のさらに詳しい評価が可能となる｡

またこれら各下位検査のMean SSで｢MSTBプロフィール表+を作成することによ

り,個人内の身体運動壊能の全体の傾向をとらえ,身体運動発達についての課題を捉えや

すくした｡

4. ま と め

本テストバッテリーは,小学校年齢の子供を対象とした｢感覚･運動榛能とムーブメソ
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トスキル+についての評価テストとして,標準化がすすめられてきた｡

これは, ｢ムーブメント教育MGLプログラム+をほじめとする具体的な身体運動プロ

グラムをより科学的に組むために是非とも必要なものである｡感覚･運動債域の各因子を

正確に把握することで,子供の能力の個々のパターンを考慮した包括的なプログラムを,

各々の子供にふさわしい形で提供できる本テストバッチ1)-紘,ムーブメント教育をすす

めるための診断評価法として有効な手がかりを与えるものと考える｡

1)

2)

3)
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